
こんな世界を想像してみて下さい…

すべての赤ちゃんが歓迎されて、愛されて、

慈しまれる…人生の始まりから素晴らしい

意識を持った一人の人間として受け入れ

られる世界を。

赤ちゃん達は人を愛する力、周囲の人達に

共感する力、より良い関係性を築きながら、

歓びの中で生きる能力と共にすくすくと成長

を遂げていくのです。

第１世代となる私たちが、成熟した大人に

なることでもたらされる波及効果は赤ちゃんの

学習能力の向上や感情的な知性と創造性、

新しいリーダーの創出や、より健全な家庭の 

構築、そしてコミュニティの実現へと拡大して 

いくでしょう。私達の可能性は無限なのです。

,

人生の始まりから
人間の可能性を育み
人間関係を最適化する 
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１２の原則の由来

出生前・周産期心理学に根差した最先端の 
セラピスト達がバウワー財団の助成による学術 
コミュニティの為の助成プロジェクトとして協力し、 
１２の原則を作成しました。

主な執筆者とプロジェクト・コーディネーター 
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出生前・周産期心理学
出生前・周産期心理学の分野では４０年以上
にわたり、『赤ちゃんの視点から』そして初期
段階（プライマリー・ピリオド）からの人間関係
と体験を理解し、それらの経験が人生の中で
どのようなパターンを形成するのかを熱心に
研究してきました。

出生前・周産期心理学の研究分野では、 
しなやかで強く、愛に満ちた大人に成長できる
子どもを生み出すために、赤ちゃんの妊娠前
から産後1年目までの最初の経験が果たす
役割に焦点を当てています。

出生前・周産期心理学では、エピジェネティクス、
生物生態・発生学、乳幼児の心の健康、アタッチ 
メント（愛着形成）、初期のトラウマ、発達 
神経科学、意識の研究などの最先端分野の
研究や臨床経験等を取り入れています。

私たちはこの１２の指針を、子育てや専門家
の方々への理論と研究の手引き・対人関係を
最良にする可能性の実践方法を「いのちの
始まりからサポートする指針」として提供して
います。 これらの指針は、赤ちゃんを迎え入れ、
育む為の新しい社会運動の基礎となるもの
です。 全ての人が果たすべき役割を担って 
います。

出生前・周産期心理学協会から１２の原則は
承認されています。
www.birthpsychology.com



 

１．初期の期間（プライマリー・ピリオド）
人間が成長するための初期の時期は、妊娠前	
から産後１年目までにあたります。
この時期は、身体的、感情的、精神的、霊的、	
そして人間関係などのあらゆるレベルで重要な
基盤が確立される時期です。

２．ブループリントの中核の形成
このプライマリー・ピリオドに経験したことが	
私たちの認識の中核となり、信念構造や周囲の
仲間や私たち自身とのあり方のブループリント	
(進化の設計図）となって形成されていきます。
•	 新生児はこれらの基礎となる要素を潜在的
に持っていて、私たちの一生にわたる在り方
のきっかけとなっていきます。
•	 これらの核となる潜在的なパターンは、私たち
の存在の形成と人生の質を向上させたり
低下させたりします。

３．発育の連続性
人間の発育は出生前から出産後まで連続して	
います。 出産後のパターンは、出生前のそれまで
の経験や出産の体験の上に成り立っています。
•	 脳の発達、こころの知能（感情的な知性）、
自己調整力の成長や回復力の最適な基盤
は、妊娠前、妊娠中、出産、産後１年間の	
生活が最適な条件の上に築かれています。

•	 しっかりとした親との愛着の形成と、健全な
対人関係を築く為の最善の時期は、妊娠前、

妊娠中、出産の	
経験、産後1年目の
期間で育まれる	
人間関係が基礎と
なります。

４．意識の実力
私たち人間はこの究極に早い時期である	
プライマリー・ピリオドにも意識や感覚があり、	
自分を一人の人間として認識しています。
•	 私たちは人間としてのいのちを表現する	
ことで、より完全な状態や成長を求めて	
います。 この生きるための原動力が私たち
をより高度な人間としての成長へと導き、
いのちを吹き込んでいます。
•	 赤ちゃんは受精した瞬間から心と心で、	
活気に満ち、身体感覚の能力や在り方を	
統合した方法で、知覚し、コミュニケーションし、
学んでいます。

５．関係性 

人間の成長は、プライマリー・ピリオドから人間
関係の中で起こっています。 人と人との繋がりや
周囲の環境が赤ちゃんの成長のあらゆる側面
の質や構造に大きな影響を与えます。
•	 赤ちゃんは、受精時から母親が体験したこと
や感じたことを経験し、それを自分のものと
して取り込んでいきます。 父親またはパートナー
と母親や赤ちゃんとの関係は、赤ちゃんの	
プライマリー・ピリオドの基盤を一番最適に
する為に不可欠です。
•	この初期の期間のお母さん、赤ちゃん、	
お父さんとの関係性や交流のすべてを通して
生活の質や赤ちゃんの基盤に影響を	
与えています。 この赤ちゃんのプライマリー・
ピリオドの基盤を最善なものにしていく為
にはお互いを支えあい、愛し、健全な関係を
築くことが不可欠になります。

６．生まれつきの欲求
安心できる感覚や繋がり、愛情や養育、必要と	
されていることを感じ、価値を認められ、ありの	
ままの自分を感じてもらいたいという生まれつきの
欲求は、いのちの始まりから存在しています。
これらを満たし、適切な環境を提供することで、
最も望ましい発育が促されます。
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７．コミュニケーション
赤ちゃんは常にコミュニケーションをとり、
つながりを求めています。 赤ちゃんの多面的な
コミュニケーションの能力を尊重した関わり方や
対応をすることで、赤ちゃんの最適で全体的な
発達をサポートします。

８．母と子のつながり
妊娠・出産・乳児期における母と子の絆、母と子の
相互のつながりを尊重しながら最も最適な状態
を維持することが最優先です。

９．絆 （ボンディング）
誕生と絆の形成は、母親、赤ちゃん、父親または
パートナーにとって重要な発育上のプロセスで、
それが生涯にわたって影響を与える中核的な	
パターンを形成します。

•	 赤ちゃんとお母さんにとって最良の結果を	
もたらすのは、お母さんが自信を持てる状態で
サポートされていると感じ、最小限の介入で、
お母さんと赤ちゃんのつながりや肌のふれあいが
中断されず、自然な状態で出産のプロセスが
進行されることです。 赤ちゃんがお母さんと
一緒に居られなければ、父親が赤ちゃんと
のふれあいやつながりを継続することが	
重要です。

•	 赤ちゃんが反応し、そして最高の成長を	
遂げるのは、赤ちゃんと直接のコミュニケーションを
取り、母親との関係性が邪魔をされず、	
出産の経過そのものが赤ちゃんの方向性を
決める能力と周囲で起こる出来事を統合	
する能力を応援することで起こります。

１０．解決法とヒーリング 
家族全員の生活の質に影響を与える過去や	
現在の葛藤、ストレス、問題を解決し、癒すことが
最優先です。 妊娠前に解決することが望まし
いです。 必要に応じて、母親、赤ちゃん、父親の	
治療やサポートをこの重要なプライマリー・	
ピリオドにできるだけ早く行うことが最適な結果に
つながります。

１１．基礎となるパターン
未解決の問題が残っていたり、妊娠、出産、産後	
１年間に最適とは言えない条件や体験があったり
すると、健康問題、ストレスからくる行動、自己調整の
困難さ、愛着形成、学習障害、その他の障害など、
生涯にわたって生命力を減退させるパターンが	
多く見られます。

１２．専門家のサポート
これらの初期の問題は意識レベルの下にある	
潜在記憶のシステム、潜在意識、身体的パターンに
埋め込まれます。

出生前・周産期心理学の訓練を受けた専門家は、
これらのパターンを特定し、赤ちゃん、子ども、親、
大人、年齢に関係なく、これらの初期のパターンを
癒し、より人生を豊かにするものへとシフトする	
サポートができます。

両親が子供の妊娠・出産にまつわる未解決の	
問題を解決し、癒すことで、子供はいくつになっても
恩恵を受けることができます。

日本語版 出生前・周産期心理学の１２の指針の	
特設ウェブサイトへのアクセスや、シェアをご希望の
方はこちらへ。	
12guidingprinciples-ppn.com/Japanese
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